
NISTEP科学技術予測調査のうち、特に、デル

ファイ調査（科学技術の未来像）への協力につ
いて

デルファイ調査においては、実現が期待される
科学技術トピックについて、アンケート形式で多
数専門家による評価を実施します。

同じ回答者に同じ質問を2回繰り返す。2回目には、1回目の集
計結果が示される。回答者は、1回目結果を見つつ自身の回答
を再考する。これにより意見が収れんする。

ニュースメールによる、学術会議会員、連携会
員、学協会へのアンケートサイトの周知に協力
する。

科学技術予測調査の概要

 我が国では、1971年からほぼ5年ごとに、科学技術をベースとして今後30年間を展望する「科学
技術予測調査」を実施。⽂部科学省科学技術・学術政策研究所は、5回⽬の調査（1992
年）から担当。

 科学技術イノベーション政策⽴案のためのエビデンスを提供することを⽬的として、2050年までの30
年間を展望する、11回⽬の調査を2017〜2019年に実施。

 特徴は、多様なステークホルダーの参画、ICTを活⽤した情報収集・分析、関係機関等との連携。

デルファイ調査
（科学技術の未来像）

基本シナリオ（社会と科学技術を統合した未来像）

深掘りシナリオ深掘りシナリオ 深掘りシナリオ深掘りシナリオ 深掘りシナリオ深掘りシナリオ

ビジョニング
（社会の未来像）

ホライズン・スキャニング（科学技術や社会のトレンド・兆しの情報収集）

調査の構成

参考情報

参考５
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デルファイ調査（科学技術の未来像）の概要

＜⽬的＞
科学技術トピックの抽出と評価
＜内容＞
・実現が期待される科学技術トピックを分
科会で設定、多数専⾨家が評価

 2050年までの科学技術
• 科学技術リスト
• 科学技術の重要度、実現⾒通しなど

トピック検討（分科会）

専⾨家webアンケート
（2019年2⽉、5⽉）

結果分析（分科会）

［科学技術トピックとは］
• 将来社会にとって重要と考えられる科学技術
• 研究開発課題・プロジェクトの内容を簡潔に表現

［アンケート⽅法］
• 同じ回答者に同じ質問を2回繰り返す。
• 2回⽬には、1回⽬の集計結果が⽰される。回答者は、1回

⽬結果を⾒つつ⾃⾝の回答を再考する。
• これにより意⾒が収れんする。

健康・
医療・
⽣命科学

農林⽔
産・⾷品・
バイオテク
ノロジー

ICT・
アナリ
ティクス・
サービス

マテリア
ル・

デバイス・
プロセス

建築・
⼟⽊・
都市・
交通

宇宙・
海洋・
地球・
科学基盤

環境・
資源・

エネルギー

細⽬A
細⽬B
細⽬C
細⽬D
細⽬E

細⽬A
細⽬B
細⽬C
細⽬D
細⽬E

全700トピック
7分野
×10細⽬
×10トピック

分野

細⽬

細⽬
・・

トピック

トピック
・・

・
・
・

・
・
・

分野、細⽬、トピックを⾃由に選択して回答
（分野や細⽬を跨いで回答可）

健康・医療・⽣命科学
細⽬F

<トピック1>
Q1:専⾨性
Q2:重要度
Q3 〜 Q6
<トピック2>
Q1:専⾨性
Q2:重要度
Q3 〜 Q6

農林⽔・⾷品・バイオ
細⽬B

<トピック1>
Q1:専⾨性
Q2:重要度
Q3 〜 Q6
<トピック2>
Q1:専⾨性
Q2:重要度
Q3 〜 Q6

アンケート回答者群

 回答者群として、以下の3群を想定

①専⾨家ネットワーク
• コア回答者群。NISTEPから専⾨調査員に委嘱。

②協⼒団体
• 積極的に協⼒を依頼する回答者群。分科会委員等からの推薦に基づき、学会等

（各分野5団体程度、全体で40団体程度）に周知を依頼。
③⼀般専⾨家

• 既存メーリングリストなどで広く周知する回答者群

①専⾨家NW
（約2000⼈）

②協⼒団体
（40程度）

③⼀般専⾨家
（researchmap
10万⼈程度）
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科学技術予測調査 スケジュール

2018年度 2019年度 2020年度

科学技術
予測調査

基本シナリオ 深掘りシナリオ
シナリオ

デルファイ調査

ビジョニング

ホライズン・ス
キャニング

＜第１回委員会＞

＜第２回委員会＞

＜第３回委員会＞

＜第４回委員会＞

＜第１回アンケート＞

＜第２回アンケート＞

科学技術
予測委員会

（参考）webアンケートの画⾯イメージ

分野・細⽬選択 トピック選択と回答
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